
1

京都市歴史資料館所蔵の
古地図の利用について

京都市歴史資料館

松中 博

2018年3月4日（日）

ワークショップ「日本の古地図ポータルサイト」
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１．京都市歴史資料館とは
どのような施設か？
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設置経過と収蔵資料

• 1982年11月開館

• 市内の旧家や社寺から歴史資料の寄贈・
寄託

• 収蔵資料の多くは古文書（約10万点）
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事業の概要

• 展示、講座

• 資料閲覧

書籍や古文書の写真帳の閲覧
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施設の概要

• 施設状況 地上 2 階・地下 1 階

• 職員構成

館長 1 名
職員 11 名

調査研究担当 4 名
非常勤嘱託 3 名
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２．どのような古地図資料を
所蔵しているか？
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古地図（絵図）

空間利用のあり方を図示したもの

• 手描きのもの

水利関係の絵図、屋敷図 etc.

• 出版されたもの
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紀伊郡吉祥院村ほか井関争論内済絵図
（享保4年（1719）12月）
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葛野郡岡村百姓居宅造作願
（宝暦4年（1754）4月3日）
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和州奈良之絵図
（元治元年（1864）11月）
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３．古地図利用の現状
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一次資料の利用

• 一次資料を利用する機会は限定的

→ 展示

• 一次資料を閲覧するには事前申請が必要
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複製資料の利用

• マイクロフィルムで撮影した写真を閲覧

古文書の撮影方法を古地図に適用

→ モノクロで色彩情報は欠落

大きな古地図は分割撮影

• 展示で使用した古地図には、カラーでプリ
ントしたものもある

→ 閲覧室のコピー機はモノクロ
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京都市歴史資料館架蔵写真帳
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京都市歴史資料館架蔵写真帳



16

４．古地図のデジタル撮影の
取り組み
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これまでにデジタル化した古地図など

• 大塚コレクション
・文久改正内裏御絵図

（慶応4年（1868）以降修）
・京図鑑綱目（宝暦4年（1754））
・元治元年京都大火瓦版

（元治元年（1864））
• 館蔵の古地図＊

・新増細見京絵図（文化10年（1813））
・京都伏見間水路地図（明治時代）
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文久改正内裏御絵図
（慶応4年（1868）以降修）
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京図鑑綱目（宝暦4年（1754））
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元治元年京都大火瓦版（元治元年（1864））
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新増細見京絵図（文化10年（1813））
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京都伏見間水路地図（明治時代）
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これまでにデジタル化した写真類

• 京都市都市計画局旧蔵写真

・拡幅前の東寺東門前の大宮通

（1930年頃）

・拡幅後の東寺東門前の大宮通

（1936年以降）

• 街路景観写真＊

・五条通南側（高瀬川～河原町）
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拡幅前の東寺東門前の大宮通（1930年頃）
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拡幅後の東寺東門前の大宮通（1936年以降）
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五条通南側（高瀬川～河原町）
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五条通南側（高瀬川～河原町、部分）
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デジタル画像の利用の現状と課題

• 現状では閲覧利用できていない

館内ではパソコンで閲覧できない

インターネットで公開していない



29

５．デジタル画像をどのように
公開していくか
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館のホームページで
画像をアップする

• ホームページのリニューアルが必要だが、
すぐには着手できない
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館のホームページから
外部サイトにリンクを張る

• 京都市の特設サイト

• 立命館大学アート・リサーチセンターの
サイト

→ インターネットで閲覧できるようになった

場合、館内で閲覧できないこととの整合性
をどうはかるか
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